
は
じ
め
に 

コ
ロ
ナ
で
一
気
に
変
わ
っ
た
人
の
流
れ

　

１
９
９
７
年
以
降
、
地
方
か
ら
東
京
に
人
口
が
流

入
す
る
東
京
一
極
集
中
が
続
き
、
地
方
創
生
の
足
か

せ
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
が
拡
大
し
た
２
０
２
０
年
2
月
中
旬
以
降
、

東
京
か
ら
の
転
出
が
転
入
を
上
回
る
月
が
出
て
き
た
。

　

コ
ロ
ナ
収
束
後
に
は
必
ず
揺
り
戻
し
が
起
こ
る
。

過
去
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
や
東
日
本
大
震
災
の

際
に
も
東
京
へ
の
転
入
超
過
幅
の
減
少
が
起
き
た
が
、

景
気
回
復
と
と
も
に
以
前
の
水
準
に
戻
っ
て
し
ま
っ

た
。
東
京
一
極
集
中
是
正
の
流
れ
を
不
可
逆
的
な
変

化
と
し
て
定
着
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
が
広
ま
り
、
家
族
と
過
ご
す
時
間
が

増
え
る
こ
と
で
、
人
々
の
消
費
行
動
、
投
資
行
動
、

価
値
観
等
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
変
化
に

合
わ
せ
て
、
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
等
、
企
業
に
関
わ
る
制

度
を
改
革
す
る
こ
と
で
、
一
層
社
会
は
変
わ
っ
て
い

く
。
ま
た
地
方
も
人
材
還
流
の
受
け
皿
と
な
る
雇
用

の
確
保
が
必
要
だ
。
地
域
の
核
と
な
る
場
所
へ
の
集

ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所
総
合
政
策
研
究
部
研
究
理
事
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

矢やじま
嶋 

康やすひ
で次

積
と
集
中
を
進
め
、
い
く
つ
か
の
持
続
可
能
な
経
済

圏
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。

地
方
創
生
の
王
道
と
は

　

人
の
移
動
に
は
理
由
が
必
ず
存
在
す
る
。
生
活
の

場
を
移
す
人
や
、
居
住
と
は
違
う
交
流
と
い
う
形
で

接
点
を
持
つ
人
も
い
る
。
人
材
の
還
流
が
起
こ
れ
ば
、

地
方
の
社
会
経
済
は
変
わ
る
。
交
流
な
ど
で
接
点
を

増
や
し
、
そ
こ
か
ら
移
住
に
繋
げ
る
こ
と
が
出
来
れ

ば
、
地
方
創
生
に
と
っ
て
解
が
多
く
な
る
。

　

大
事
な
こ
と
は
、
地
方
創
生
の
大
枠
を
や
り
き
り
、

都
市
か
ら
の
人
材
還
流
の
受
け
皿
に
き
ち
ん
と
な
る

こ
と
だ
。
そ
の
た
め
に
は
中
核
都
市
経
済
圏
を
１
つ

の
国
と
見
て
、
他
の
経
済
圏
と
の
貿
易
を
通
じ
て
独

り
立
ち
出
来
る
よ
う
に
す
る
。「
強
い
経
済
圏
」
を

作
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
安
定
し
た
雇
用
が
生
ま
れ

人
々
の
定
着
に
繋
が
る
。

　

地
方
の
実
態
を
国
と
同
じ
概
念
で
見
る
と
、
多
く

の
地
方
経
済
圏
は
、
大
幅
な
貿
易
赤
字
と
経
常
赤
字

を
抱
え
て
い
る
。
結
果
と
し
て
、
地
方
は
財
政
的
に

厳
し
く
、
都
市
は
豊
か
に
な
っ
て
い
る
。
税
の
再
分

配
に
よ
り
緩
和
さ
れ
る
部
分
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も

都
市
と
地
方
の
格
差
は
、
依
然
と
し
て
残
っ
た
ま
ま

と
な
り
、
人
は
地
方
か
ら
都
市
に
流
れ
て
し
ま
う
。

　

こ
の
現
状
を
打
開
す
る
た
め
に
は
、
①
機
能
の
集

約
化
に
よ
っ
て
コ
ス
ト
を
極
力
抑
え（
ま
た
北
海
道
、

東
北
を
は
じ
め
各
地
域
に
存
在
す
る
豊
富
な
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
自
給
率
を
上
げ
る
こ
と
も
重
要
な
政
策
と

な
る
）、
②
付
加
価
値
の
高
い
産
業
を
作
り
、
③
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
輸
出
拡
大
と
地
産
地
消
の
推
進
で

輸
入
を
減
ら
し
、
収
支
を
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
ず
は
集
積
と
集
中
を
進
め
、 

持
続
可
能
な
中
核
都
市
を
作
る

「
強
い
経
済
圏
」
は
、
地
域
間
の
競
争
に
よ
り
構
築

さ
れ
創
生
を
果
た
せ
る
。
こ
の
現
実
か
ら
目
を
背
け

る
べ
き
で
は
な
い
。『
創
生
』
と
い
う
聞
こ
え
が
い

い
言
葉
が
先
行
し
て
い
る
が
、
全
て
の
市
区
町
村
が

創
生
を
達
成
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
だ
と
い
う
事

実
も
直
視
す
べ
き
だ
。
時
間
を
か
け
て
で
も
広
域
の

都
市
か
ら
地
方
へ
の
人
材
の
還
流
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特集 。新成長戦略

術
提
供
が
始
ま
れ
ば
、
学
生
を
求
め
て
特
徴
あ
る
企

業
が
集
ま
る
。

　

な
お
、
地
方
の
大
学
は
都
市
と
同
じ
で
あ
る
必
要

は
な
い
。
例
え
ば
、
第
一
次
産
業
や
観
光
業
な
ど
で

起
業
出
来
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
、
そ
れ
ら
の
産
業
に

就
職
出
来
る
有
望
な
人
材
を
育
て
上
げ
ら
れ
る
。
そ

う
い
っ
た
特
徴
あ
る
教
育
機
関
こ
そ
が
存
続
出
来
る

は
ず
で
あ
り
、
政
府
が
進
め
る
大
学
改
革
の
流
れ
と

も
一
致
す
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
地
方
の
大
学
に
も
大
き
な
選

択
肢
を
与
え
た
。
地
方
大
学
に
は
従
来
、
地
理
的
な

ハ
ン
デ
ィ
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
今
は
な
い
。

こ
う
な
る
と
ハ
ー
ド
面
の
制
約
よ
り
も
、
ソ
フ
ト
で

何
が
提
供
出
来
得
る
の
か
が
重
要
に
な
る
。
例
え
ば
、

そ
の
地
域
で
し
か
体
験
出
来
な
い
第
一
次
産
業
の
ノ

ウ
ハ
ウ
は
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
び
、
そ
の
他
の
分
野
は

他
の
大
学
と
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
学
ぶ
な
ど
、
大
学

の
特
色
を
出
し
や
す
い
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
地
方
大

学
が
逃
す
手
は
な
い
。

お
わ
り
に

　

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
価
値
観
は
大
き
く
変
化
し
、

人
の
流
れ
も
劇
的
に
変
わ
っ
た
。
地
方
に
と
っ
て
は
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
蒸
発
や
外
国
人
雇
用
の
激
変

と
い
っ
た
痛
手
も
あ
る
が
、
リ
モ
ー
ト
で
場
所
の
制

約
が
薄
れ
た
こ
と
や
東
京
一
極
集
中
の
是
正
が
進
む

追
い
風
も
吹
い
て
い
る
。
こ
の
流
れ
を
定
着
さ
せ
る

に
は
、
取
捨
選
択
し
な
が
ら
集
積
と
集
中
を
進
め

「
強
い
経
済
圏
」
を
築
く
こ
と
が
重
要
だ
ろ
う
。
今

こ
そ
、
都
会
か
ら
地
方
へ
、
大
企
業
か
ら
中
小
企
業

へ
と
、
不
可
逆
な
「
新
し
い
人
の
流
れ
」
を
創
る
改

革
を
大
胆
に
推
し
進
め
る
チ
ャ
ン
ス
だ
。

中
で
集
積
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

経
済
圏
形
成
の
中
心
と
な
る
の
は
地
方
中
核
都
市

だ
。
今
後
、
多
く
の
都
市
で
人
口
規
模
は
、
急
速
に

縮
小
す
る
。
北
海
道
、
東
北
、
中
国
、
四
国
な
ど
過

疎
化
が
進
む
地
域
で
は
、
県
庁
所
在
地
で
あ
っ
て
も

２
０
４
０
年
に
は
20
万
人
程
度
に
な
っ
て
く
る
と
こ

ろ
が
多
く
出
て
く
る
。
20
万
人
程
度
で
中
核
都
市
に

な
り
得
る
の
か
、
と
い
う
根
本
的
な
問
題
は
あ
る
が
、

医
療
、
介
護
を
考
え
る
と
創
生
す
る
市
区
町
村
が
、

都
道
府
県
ご
と
に
１
つ
２
つ
な
い
と
ま
ず
い
。
県
庁

所
在
地
と
そ
れ
に
続
く
規
模
の
市
区
町
村
の
い
く
つ

か
を
最
優
先
で
創
生
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
こ
が
失
敗

す
る
と
県
単
位
と
い
っ
た
広
範
囲
で
地
域
消
滅
の
危

機
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
２
０
２
０
年
時
点

で
、
三
大
都
市
圏
を
除
く
20
万
人
以
上
の
市
区
町
村

は
、
お
よ
そ
50
あ
る
。
こ
の
数
字
が
最
優
先
に
創
生

す
べ
き
市
区
町
村
の
１
つ
の
目
安
に
な
る
。
東
京
一

極
集
中
の
是
正
を
進
め
る
一
方
で
、
地
方
は
集
積
と

集
中
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

若
者
の
定
着
を
図
る
。 

多
様
な
ア
イ
デ
ア
が
産
業
創
出
の
カ
ギ

　

地
方
の
主
要
な
産
業
は
、
農
業
な
ど
の
第
一
次
産

業
と
観
光
業
、
そ
れ
ら
に
付
随
し
た
サ
ー
ビ
ス
業
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
産
業
は
、
相
対
的
に
生

産
性
が
低
い
。
働
い
て
も
稼
ぎ
が
少
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
、
若
い
人
材
の
定
着
は
期
待
出
来
な
い
。

こ
う
し
た
産
業
で
は
、
法
人
化
や
ス
マ
ー
ト
化
を
進

め
る
な
ど
経
営
を
合
理
化
し
、
所
得
向
上
に
繋
げ
る

こ
と
が
必
要
だ
。
ま
た
、「
強
い
経
済
圏
」
は
、
一

次
産
業
や
観
光
業
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
看
板
と
な

る
新
た
な
産
業
を
育
て
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
新

し
い
産
業
は
若
者
を
引
き
付
け
、
多
様
な
人
材
が
多

様
な
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す
。
そ
れ
こ
そ
が
産
業
創

出
→
若
者
の
さ
ら
な
る
定
着
→
産
業
創
出
の
循
環
を

生
み
出
す
カ
ギ
で
あ
る
。

　

創
成
に
必
要
な
若
者
の
定
着
を
考
え
る
際
に
は
、

教
育
機
関
の
役
割
も
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
若
者
が

地
域
を
知
る
・

経
験
す
る
チ
ャ

ン
ス
は
、
大
学

や
全
寮
制
の
高

校
な
ど
に
あ
る
。

地
方
中
核
都
市

に
際
立
っ
た
特

徴
が
あ
る
教
育

機
関
が
あ
れ
ば
、

そ
こ
に
学
生
が

集
ま
る
。
そ
し

て
、
そ
こ
か
ら

人
材
供
給
や
技

図表１　東京都人口の純流出入
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出所：総務省統計局「住民基本台帳人口移動報告」

図表２　他道府県から東京都への転入超過数
（万人）
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